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第2表　3歳時体型区分別　8歳時のローレル指数及び体型分布
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第6表 3歳時カウブ指数18以上，12歳時・一レル指数140以上の

caseのカウブ・ローレル指数の経過と簡親の体型
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口 一 レ　　　ノレ 指 数 父 母
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　6歳時以後は，ローレル指数によって体型を次の5群

に分類した。
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w　結 果

　3歳時の体型が，肥満傾向，普通，やせ傾向の3群に

属する対象が，学童期以後どのような体型を示すかを第

2～5表に示す。

　3歳時の体型と12歳時の体型の比較結果（第4・5表）

を見ると，3歳時に肥満傾向，普通，やせ傾向の各群に

属するものの約半数が，ユ2歳時kも同じ体型群に属して

いる。

　すなわち，．3歳時に肥満傾向にあるもので12歳時に

も肥満傾向を示すものは，男児3／10（30％），女児3／6

（50％），男女計6／16（37．5影），普通から普通へ経過す

るものは，男児5／8（6～．5％》3女児4／10（40％あ男女

計9オ18（5q％〉・やせ即からやせ傾向へ経過するも

の，男児5／9（55．6％），』女児6／14（42．9％），男女計

U／23（47．8％）であった（第5表）。

　また，12歳時のロー レル指数でみると，幼児期に肥満

傾向を示した群の・一ヒル指数平均値は・男126士1略

女124，0±8．7，やせ傾向群では男120・7土14・3・女117・3

土8．7で，両群に差が見られる（第4表）。

　以上の成績から，幼妃期の体型が，学童期，思春期の

体型と相南する傾向がうかがえる。

　また，3歳時のカウブ指数が18以上の例は2例あ り，．
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